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美しい森林づくり
森林のつどい2008育樹祭 in 知床
美しい森林づくり
森林のつどい2008育樹祭 in 知床
美しい森林づくり
森林のつどい2008育樹祭 in 知床

扌
知
床
・
斜
里
町
ウ
ト
ロ
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
見
下
ろ
す
国
有
林
で
開
会
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

九
月
二
十
七
日
（
土
）、
知

床
の
斜
里
町
ウ
ト
ロ
に
お
い
て

北
海
道
と
の
共
催
で
、
美
し
い

森
林
づ
く
り
「
森
林
の
つ
ど
い

二
〇
〇
八
育
樹
祭
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

知
床
は
、
流
氷
が
育
む
豊
か

な
海
洋
生
態
系
と
原
始
性
の
高

い
陸
上
生
態
系
の
相
互
関
係
に

特
徴
が
あ
る
こ
と
、
シ
マ
フ
ク

ロ
ウ
や
オ
オ
ワ
シ
な
ど
世
界
的

希
少
種
の
重
要
な
生
息
地
を
有

す
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
、

平
成
十
七
年
七
月
に
日
本
で
三

例
目
の
世
界
自
然
遺
産
に
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
知
床
の
森
林
を
立
派
に

育
て
、
後
世
に
引
き
継
ぐ
と
と

も
に
、
森
林
づ
く
り
の
大
切
さ

な
ど
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
今

後
の
森
林
づ
く
り
活
動
を
一
層

推
進
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
こ

の
育
樹
祭
の
目
的
で
す
。

　

当
日
は
、
百
名
を
超
え
る
一

般
市
民
の
み
な
さ
ん
が
参
加

し
、
植
栽
か
ら
三
十
七
年
を
経

た
ト
ド
マ
ツ
の
間
伐
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
た
参

加
者
の
み
な
さ
ん
は
、
森
林
管

理
局
・
署
職
員
や
森
林
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
な
が
ら
、
ノ
コ
ギ
リ
で
慎
重

に
切
り
倒
し
、「
間
伐
の
大
切

さ
が
わ
か
っ
た
」、「
は
じ
め
て

木
を
切
り
倒
し
て
感
動
し
た
」

な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
に
は
、
来
賓
に

よ
る
記
念
植
樹
と
標
柱
建
立
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
海
と

川
と
森
林
の
つ
な
が
り
を
実
感

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
遠オ

ン

音ネ

別ベ
ツ

川ガ
ワ

へ
移
動
し
て
、
オ
ス
の
背
中

が
大
き
く
せ
り
上
が
る
こ
と
か

ら
セ
ッ
パ
リ
と
も
呼
ば
れ
る
カ

ラ
フ
ト
マ
ス
の
遡
上
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

昼
食
の
後
、
国
設
知
床
野
営

場
に
用
意
し
た
ス
テ
ー
ジ
で
、

室
蘭
市
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
で
バ
イ
オ
リ
ニ
ス

ト
の
百も

も

香か

さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
が
行
わ
れ
、木
立
の
中
に
、

澄
ん
だ
歌
声
と
バ
イ
オ
リ
ン
の

音
色
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

秋
の
一
日
を
美
し
い
森
林
づ

く
り
に
取
り
組
ん
だ
み
な
さ
ん

は
、
に
こ
や
か
に
帰
路
に
つ
い

て
い
ま
し
た
。

         （
指
導
普
及
課
）

➡
育
樹
祭
を
契
機
に
、
森
林
づ
く
り
活
動
を
一
層

推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

山
田　

北
海
道
森
林
管
理
局
長

➡
知
床
の
森
林
を
立
派
に
育
て
、
後
世
に
引

き
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

川
副　

斜
里
町
副
町
長

扌さぁ、張り切って森林の中へ。
植栽から37年を経たトドマツの人工林をさ
らに大きく育てるための「間伐作業」です。
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➡
女
の
子
も
一
生
懸
命
。

森
林
管
理
局
の
お
じ
さ
〜
ん
、
し
っ
か
り
押
さ
え
て
て

ね
！

➡
木
を
伐
る
な
ん
て
初
め
て
で
す
〜

み
ん
な
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
ノ
コ
ギ
リ
が
ん
ば
っ

て
ま
〜
す
。

　作業が終わったあとは、知床野営場に会場を移して、室
蘭市出身のシンガーソングライター・バイオリニストの 
百
もも

香
か

さんのミニコンサート。
　木漏れ日の知床の森に響き渡る澄んだ歌声とバイオリン
の調べに、参加者のみなさんは作業の疲れも忘れて、うっ
とりと聞き入っていました。

➡
安
全
確
認
し
て
、
最
後
の
一
手
を
入
れ
る
と

「
倒
れ
る
ぞ
〜
！！
」

➡
狙
っ
た
方
向
に
倒
れ
る
よ
う
に
、
木
の
幹

に
「
受
け
」
と
い
う
切
れ
目
を
入
れ
て
か
ら

切
り
倒
し
ま
す
。

間伐で知床の森林を
さらに大きく育てよう！
間伐で知床の森林を
さらに大きく育てよう！
間伐で知床の森林を
さらに大きく育てよう！

扌東京からのツアー旅行で参加したみなさん。
知床の森林の中で「自然がいっぱいだ〜！」とあちこち
から感激の声が。
みんなで切り倒した木の幹を輪切りにした大事な記念品
＾＾ｖを手にパチリ！
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【
石
狩
地
域
森
林
環
境
保
全
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
】
九
月
六
日

（
土
）、
札
幌
市
大
通
公
園
で
、

札
幌
市
と
の
共
催
で
「
札
幌
水

源
の
森
づ
く
り
二
〇
〇
八
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
都
会
の

真
ん
中
で
水
源
の
森
に
植
え
る

ポ
ッ
ト
苗
木
を
市
民
の
み
な
さ

ん
に
作
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
五
年
目
を
む
か

え
た
今
年
は
、
初
年
度
よ
り
継

続
的
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
「
北
国
の
森
づ
く
り
サ
ー
ク

ル
」
に
加
え
、
新
た
に
「
日
本

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
」

か
ら
た
く
さ
ん
の
苗
木
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
大
勢
の
市
民
や
観
光
客
の

方
が
再
生
紙
段
ボ
ー
ル
の
苗
木

ポ
ッ
ト
「
カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
」
を

組
み
立
て
、
ヤ
チ
ダ
モ
、
ハ
ル

ニ
レ
な
ど
の
苗
木
が
大
き
く
な

る
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
て

作
製
し
た
ポ
ッ
ト
に
植
え
込
ん

で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
北
国
の
森
づ
く
り

サ
ー
ク
ル
」
代
表
で
北
海
道
大

学
名
誉
教
授
の
東 

三
郎
先
生

の
ミ
ニ
講
演
会
や
、「
水
源
の

森
」
定
山
渓
国
有
林
・
札
幌
の

お
い
し
い
水
・
地
球
温
暖
化
に

関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
を
利
用
し

た
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど
も
あ
わ

せ
て
行
い
、
多
く
の
家
族
連
れ

が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

当
日
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
れ
ば
、
目
を
引
く
パ
ネ
ル
や

ス
タ
ッ
フ
の
勧
誘
な
ど
に
足
を

留
め
て
参
加
し
た
人
が
三
割
に

達
し
、
山
で
行
う
森
林
づ
く
り

イ
ベ
ン
ト
と
は
一
味
違
う
「
気

軽
さ
」
が
数
字
に
も
あ
ら
わ
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
み
な
さ
ん
に
作
っ
て

い
た
だ
い
た
こ
の
ポ
ッ
ト
苗
木

は
、
十
月
初
旬
に
「
北
国
の
森

づ
く
り
サ
ー
ク
ル
」
の
み
な
さ

ん
が
中
心
と
な
っ
て
、
札
幌
市

の
水
源
の
森
で
あ
る
、
定
山
渓

国
有
林
に
植
栽
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
ポ
ッ
ト
苗
木
作
り

の
ほ
か
、
実
際
の
植
樹
へ
の
参

加
や
こ
れ
ま
で
植
栽
し
た
ポ
ッ

ト
苗
木
の
成
長
を
見
る
イ
ベ
ン

ト
な
ど
も
企
画
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
豊
田　

自
然
再
生
指
導
官
）

街の で苗木づくり街の で苗木づくり

札幌
水源の森づくり
2008

➡続いて、ポットに、ていねいに苗
木を植え込んでいきます。

扌まずは苗木ポット「カミネッコン」
の組み立てからスタートです。

扌
で
き
あ
が
っ
た
ら
、
大
通
公
園
の
真
ん

中
に
作
っ
た
〝
山
〟
に
ど
ん
ど
ん
並
べ
て

い
き
ま
す
。
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北限のブナ復元への取り組みを紹介

北限域のブナ林をパネルで解説

海外の研究者らによる現地検討会

未来を見据えたブナ林の復元に向けて

　

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、

九
月
六
日
（
土
）
〜
八
日
（
月
）

の
三
日
間
に
わ
た
り
、「
国
際

ブ
ナ
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
〇
八
」

を
、
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
組
織

連
合
と
の
共
催
で
黒
松
内
町
立

黒
松
内
中
学
校
に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
黒
松

内
町
の
歌
才
ブ
ナ
林（
国
有
林
）

の
天
然
記
念
物
指
定
八
十
周
年

記
念
と
併
せ
、
北
海
道
森
林
管

理
局
が
取
り
組
む
「
北
限
の
ブ

ナ
復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
推

進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
た
も
の
で
す
。

　

初
日
か
ら
二
日
目
午
前
に
か

け
て
行
わ
れ
た
「
天
然
記
念
物

指
定
八
十
周
年
記
念
セ
ッ
シ
ョ

ン
」
で
は
、
歌
才
ブ
ナ
林
の
歴

史
を
題
材
に
し
た
一
人
語
り
や

基
調
講
演
、「
地
球
温
暖
化
時

代
の
北
限
の
ブ
ナ
林
」
に
つ
い

て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
午
後
か
ら
の
「
北
限

の
ブ
ナ
復
元
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
で

は
、
山
田
北
海
道
森
林
管
理
局

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
海
外

研
究
者
に
よ
る
デ
ン
マ
ー
ク
の

ブ
ナ
林
施
業
の
特
別
講
演
、
地

元
の
黒
松
内
町
、
寿
都
町
、
島

牧
村
の
住
民
の
森
づ
く
り
活
動

紹
介
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
「
未
来
を
見
据
え
た
ブ
ナ

林
の
復
元
に
向
け
て
」
で
は
、

生
物
多
様
性
検
討
会
委
員
の
辻

井
北
海
道
環
境
財
団
理
事
長
と

鷲
谷
東
京
大
学
大
学
院
教
授
、

安
樂
北
海
道
森
林
管
理
局
計
画

部
長
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
登
壇

し
、
ブ
ナ
復
元
に
向
け
た
多
様

な
討
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
Ｉ
Ｕ
Ｆ
Ｒ
Ｏ

（
国
際
森
林
研
究
機
関
連
合
）

国
際
ブ
ナ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
来

日
し
た
海
外
の
ブ
ナ
研
究
者
ら

七
十
名
が
、
歌
才
ブ
ナ
林
等
で

の
現
地
検
討
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

全
体
を
通
し
て
熱
心
な
発

表
・
議
論
が
行
わ
れ
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
ブ

ナ
林
を
復
元
す
る
こ
と
の
目
的

を
明
確
に
し
た
方
が
よ
い
」
と

の
意
見
や
、「
復
元
に
は
地
域

連
携
が
重
要
で
あ
る
」
と
の
指

摘
が
な
さ
れ
る
な
ど
大
変
有
意

義
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
り
ま
し

た
。　
　
　
　
（
指
導
普
及
課
）

北限のブナの新たな意義とは？

　これからの北限のブナ林はどうなる？

　　海外のブナ研究者が黒松内に集う！

北限のブナの新たな意義とは？

　これからの北限のブナ林はどうなる？

　　海外のブナ研究者が黒松内に集う！

歌才ブナ林天然記念物指定80周年記念事業歌才ブナ林天然記念物指定80周年記念事業

国際ブナフォーラム2008国際ブナフォーラム2008国際ブナフォーラム2008国際ブナフォーラム2008
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秋
の
森
林
の

恵
み
と
言
え

ば
、
真
っ
先
に

思
い
浮
か
ぶ
の

が
キ
ノ
コ
で

す
。

　

北
海
道
森
林

管
理
局
で
は
、

一
般
市
民
の
み

な
さ
ん
を
対
象

に
「
心
と
体
に

効
く
森
林
の
不

思
議
体
験
！
」

を
テ
ー
マ
に
八

月
か
ら
六
回
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で

公
開
講
座
を
行

っ
て
い
ま
す

が
、
九
月
開
催

の
講
座
で
は
こ

の
キ
ノ
コ
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て

て
み
ま
し
た
。

　

九
月
十
日
（
水
）
に
開
催
し

た
五
回
目
の
講
座
で
は
、
五
十

嵐
恒
夫
北
海
道
大
学
名
誉
教
授

に
「
マ
ツ
タ
ケ
も
腐
り
か
け
は

危
険
!?
キ
ノ
コ
の
成
長
と
可
食

変
化
」
と
題
し
た
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
、
食
べ
ら
れ
る
美
味

し
い
キ
ノ
コ
で
も
、
古
く
な
っ

た
り
、
大
量
に
食
べ
た
り
す
る

と
人
体
に
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が

あ
り
、
そ
の
仕
組
み
な
ど
に
つ

い
て
の
詳
し
い
解
説
が
あ
り
ま

し
た
。

　

翌
週
の
九
月
十
七
日
（
水
）

に
開
催
し
た
六
回
目
の
講
座
で

は
、
札
幌
市
の
定
山
渓
国
有
林

に
お
い
て
、
引
き
続
き
同
名
誉

教
授
に
よ
る
キ
ノ
コ
の
観
察
会

を
行
い
、
七
十
種
類
も
の
キ
ノ

コ
を
同
定
し
ま
し
た
。

　

キ
ノ
コ
の
見
分
け
方
の
説
明

で
は
、
み
な
さ
ん
メ
モ
を
取
り

な
が
ら
、
真
剣
な
眼
差
し
で
キ

ノ
コ
の
種
類
を
覚
え
て
い
ま
し

た
。

　

き
っ
と
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
み

な
さ
ん
の
食
卓
に
美
味
し
い
キ

ノ
コ
が
沢
山
並
ぶ
こ
と
で
し
ょ

う
。　

　

当
日
採
取
し
た
も
の
で
食
べ

ら
れ
る
キ
ノ
コ
は
参
加
者
が
そ

れ
ぞ
れ
大
事
に
持
ち
帰
り
、
き

っ
と
そ
の
晩
は
各
家
庭
で
色
々

な
キ
ノ
コ
料
理
を
楽
し
ま
れ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
本
公
開
講
座
に
あ
わ

せ
、
北
海
道
森
林
管
理
局
の
ウ

ッ
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
は
「
森
の

妖
精
キ
ノ
コ
の
世
界
写
真
展
」

を
開
催
し
、
ユ
ニ
ー
ク
な
キ
ノ

コ
の
写
真
と
軽
妙
な
説
明
文
が

訪
れ
た
み
な
さ
ん
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
指
導
普
及
課
）

心
と

体
に
効
く
森
林
の
不
思
議
体
験
！

み
な
さ
ん
真
剣
な
眼
差
し

食
欲
の
秋
の
森
林
公
開
講
座

森林 恵み恵み

スポット 当ててをスポット 当てて

秋
キノコキノコ

の の

に
を

扌キノコの見分け方の説明に、
みなさん真剣な眼差しです。
　沢山のスライドを使った講演
にみなさん興味津々でした。
➡70種類ものキノコを同定し、
みなさんキノコ博士に。
➡➡ウッディーホールでのキノ
コの写真展も沢山の人が訪れま
した。

➡➡
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平
成
十
八
年

八
月
、
十
勝
西

部
森
林
管
理
署

勤
務
と
な
り
、

北
海
道
の
大
自

然
の
中
で
、
多

く
の
動
植
物
と

の
出
会
い
が
あ

り
ま
し
た
。

　

大
好
き
な
昆

虫
以
外
の
動
植

物
は
デ
ジ
カ
メ

で
記
録
し
、
絵

合
わ
せ
で
同
定

を
し
て
い
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
の

機
会
を
頂
い
た

の
で
、
森
林
害

虫
の
う
ち
、
山
官
に
な
じ
み
の

深
い
カ
ミ
キ
リ
に
つ
い
て
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

森
林
に
生
息
す
る
昆
虫
で
樹

木
に
依
存
す
る
も
の
は
、
生
立

木
（
衰
弱
木
）
を
加
害
し
枯
死

さ
せ
る
も
の
と
枯
損
木
の
み
を

食
べ
る
も
の
に
区
分
で
き
、
前

者
が
森
林
害
虫
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

北
海
道
の
森
林
害
虫
の
代
表

格
は
ト
ド
マ
ツ
等
の
生
立
木
を

加
害
す
る
オ
オ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ

で
す
。

　

と
こ
ろ
が
オ
オ
ト
ラ
カ
ミ
キ

リ
は
、
圧
倒
的
な
珍
品
度
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
の
昆
虫
で
、
ほ
と
ん

ど
の
虫
屋
（
※
虫
の
研
究
家
や

愛
好
家
の
こ
と
）
が
出
会
い
た

い
と
願
い
つ
つ
、
そ
の
思
い
が

叶
わ
な
い
ま
ま
一
生
を
終
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
の
十
勝
の
夏
は

冷
た
い
雨
に
た
た
ら
れ
、
夏
ら

し
い
日
を
迎
え
る
こ
と
な
く
過

ぎ
去
ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
秋
風
が
吹

き
始
め
た
八
月
下
旬
、
オ
オ
ト

ラ
カ
ミ
キ
リ
が
目
の
前
の
ホ
ザ

キ
ナ
ナ
カ
マ
ド
の
葉
上
に
現
れ

て
く
れ
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
冷
夏
を
乗
り
切
っ

た
真
夏
の
カ
ミ
キ
リ
が
九
月
下

旬
ま
で
、
発
生
し
続
け
る
不
思

議
な
年
で
し
た
。

  

ト
ド
マ
ツ
等
の
針
葉
樹
の
伐

採
木
に
集
ま
る
シ
ラ
フ
ヨ
ツ
ボ

シ
ヒ
ゲ
ナ
ガ
カ
ミ
キ
リ
は
北
海

道
特
産
種
の
体
長
が
三
〜
四
㎝

と
大
型
の
カ
ミ
キ
リ
で
、
捕
ま

え
る
と
キ
ィ
キ
ィ
と
音
を
出

す
、
最
も
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
な

カ
ミ
キ
リ
で

す
。

　

赴
任
し
た

年
は
沢
山
の

個
体
を
標
本

に
し
ま
し
た
が
、
次
の
シ
ー
ズ

ン
以
降
は
、
捕
ま
え
て
殺
虫
す

る
森
林
害
虫
駆
除
対
策
の
実
践

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
に
は
約
二
五
〇
種
の

カ
ミ
キ
リ
が
生
息
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
う
ち
、
多
大
な
材
質

劣
化
を
引
き
起
こ
す
珍
品
と
最

普
通
種
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

北
海
道
の
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の

生
態
に
ふ
れ
な
が
ら
、
大
自
然

の
中
で
森
林
・
林
業
に
向
き
合

え
る
今
の
生
活
に
満
足
し
て
い

ま
す
。

署署署署 長長長長
雑雑雑雑 感感感感

十勝西部森林管理署
署長　岡 　 義 人

森
林
害
虫
駆
除
対
策
の
実
践

北
海
道
の
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
生
態
に
ふ
れ
て

珍品度No.1
オオトラカミキリ

シラフヨツボシヒゲナガカミキリ
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九
月
十
三
日
（
土
）、
晴
れ

わ
た
っ
た
秋
空
の
下
、
標
茶
町

雷
別
国
有
林
の
自
然

再
生
事
業
地
で
雷
別

ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
の

み
な
さ
ん
が
地
拵
え

作
業
と
広
葉
樹
種
子

豊
凶
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

当
日
は
ま
ず
、
試

行
実
験
区
に
設
置
さ

れ
た
シ
ー
ド
ト
ラ
ッ

プ
へ
の
シ
ラ
カ
ン
バ

の
種
子
落
下
量
を
調

べ
て
か
ら
、
地
拵
え

と
広
葉
樹
種
子
豊
凶

調
査
の
二
班
に
分
か

れ
て
作
業
に
入
り
ま
し
た
。　

　

地
拵
え
で
は
、
秋
の
雷
別
自

然
再
生
学
習

会
で
植
栽
予

定
の
十
㍍
四

方
の
笹
地

を
、
鎌
で
刈

り
払
い
ま
し

た
。

　

種
子
豊
凶

調
査
は
、
植

栽
に
用
い
る

樹
種
の
種
子

の
実
り
具
合
を
、
双
眼
鏡
等
を

使
っ
て
行
い
、
シ
ラ
カ
ン
バ
・

ミ
ズ
ナ
ラ
・
カ
シ
ワ

は
豊
作
、
キ
ハ
ダ
は

並
作
、
イ
タ
ヤ
カ
エ

デ
・
ヤ
チ
ダ
モ
は
不

作
と
い
っ
た
状
況
で

し
た
。

　

午
後
は
、
班
の
作

業
内
容
を
交
代
し
て

実
施
し
、
な
ん
と
か

予
定
し
た
地
拵
え
を

終
了
し
ま
し
た
。

　

き
つ
い
作
業
で
し

た
が
、
み
な
さ
ん
の

顔
に
は
作
業
を
成
し

遂
げ
た
達
成
感
が
溢

れ
て
い
ま
し
た
。

（
白
藤　

自
然
再
生
指
導
官
）

　

八
月
三
十
日
（
土
）、
野
幌

森
林
公
園
で
二
回
目
の
野
幌
森

林
づ
く
り
塾
を
開
催

し
、
外
来
種
の
抜
き

取
り
作
業
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　

現
場
は
昨
年
、
ニ

セ
ア
カ
シ
ア
、
カ
ラ

マ
ツ
を
一
本
残
ら
ず

抜
き
取
っ
た
個
所
で

し
た
が
、
す
で
に
新

し
い
芽
が
顔
を
出
し

て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
オ
オ
ハ

ン
ゴ
ン
ソ
ウ
と
ア
メ

リ
カ
オ
ニ
ア
ザ
ミ
の

抜
き
取
り
も
併
せ
て
行
い
ま
し

た
が
、
ど
ち
ら
も
根
こ
そ
ぎ
抜

き
と
る
の
は
大
変
な
作
業
で
、

特
に
革
手
袋
を
も
突
き
通
す
ア

メ
リ
カ
オ
ニ
ア
ザ
ミ
の
ト
ゲ
の

鋭
さ
に
は
驚
き
で
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
大

正
六
年
に
ハ
ル
ニ
レ

が
植
栽
さ
れ
た
個
所

で
、
植
栽
後
九
十
年

を
経
る
と
ど
の
よ
う

な
森
に
な
る
の
か
、

毎
木
調
査
を
体
験
し

な
が
ら
観
察
し
ま
し

た
。

　

太
さ
は
最
大
だ
っ

た
天
然
性
の
も
の
で

五
十
㌢
、
植
栽
木
で

は
四
十
六
㌢
が
一
番

と
、意
外
と
？
細
身
。

み
な
さ
ん
、
も
っ
と
大
木
で
あ

る
こ
と
を
想
い
描
い
て
い
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
豊
田　

自
然
再
生
指
導
官
）

石狩地域

常呂川釧路湿原

駒ヶ岳・大沼

森林環境保全ふれあいセンターは、国有林をフィー
ルドとした自然再生や生物多様性の保全、森林環境
教育などの活動を支援しています。

森林環境保全
ふれあい
センター

森林環境保全
ふれあい
センター

通 信

扌今年はどの木が種が豊作かな？

扌
鋭
い
ト
ゲ
が
作
業
を
阻
む

ア
メ
リ
カ
オ
ニ
ア
ザ
ミ

➡
植
栽
か
ら
九
〇
年
経
っ
た

ハ
ル
ニ
レ
の
調
査

ドングリ倶楽部
おおいに汗をかく！
ドングリ倶楽部
おおいに汗をかく！
ドングリ倶楽部
おおいに汗をかく！
ドングリ倶楽部
おおいに汗をかく！

釧路湿原森林環境保全ふれあいセンター
地拵作業と種子豊凶調査

百年前の原始性を
感じられる森へ
百年前の原始性を
感じられる森へ
百年前の原始性を
感じられる森へ
百年前の原始性を
感じられる森へ

石狩地域林環境保全ふれあいセンター
野幌で外来種の抜き取り作業
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九
月
十
一
日
（
木
）、

修
学
旅
行
で
大
沼
を
訪

れ
た
兵
庫
県
立
三
田
祥

雲
館
高
等
学
校
の
二
年

生
の
み
な
さ
ん
と
森
林

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
校
の
修
学
旅
行
は

地
球
環
境
に
配
慮
し
、

地
球
温
暖
化
防
止
の
た

め
の
記
念
植
樹
や
講
話

を
通
じ
て
水
質
改
善
や

森
林
の
環
境
保
全
な
ど

を
学
習
す
る
と
と
も
に
、
移
動

に
使
う
交
通
機
関
な
ど
が
排
出

す
る
二
酸
化
炭
素
の

吸
収
費
用
の
一
部
を

旅
行
代
金
に
上
乗
せ

す
る
形
で
埋
め
合
わ

せ
る
「
カ
ー
ボ
ン
オ

フ
セ
ッ
ト
」
を
今
年

度
か
ら
採
用
し
て
い

ま
す
。

　

会
場
と
な
っ
た
七

飯
町
の
大
沼
森
林
公

園
で
は
爽
や
か
な
秋

晴
れ
の
も
と
、
当
セ

ン
タ
ー
の
役
割
や
道

南
の
自
然
の
解
説
を

行
っ
た
ほ
か
、
森
の
中
で
ト
ド

マ
ツ
の
松
ヤ
ニ
を
出
し
て
見
た

り
、
オ
ン
コ
の
実
を
食
べ
た
り

し
な
が
ら
の
樹
木
の
説
明
や
ブ

ナ
な
ど
の
押
し
葉
を

使
っ
た
パ
ウ
チ
し
お

り
作
り
体
験
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
森
林
教
室
が

生
徒
の
み
な
さ
ん
に

と
っ
て
修
学
旅
行
の

良
き
思
い
出
と
な
っ

て
く
れ
る
と
と
も

に
、
環
境
や
森
林
に

つ
い
て
考
え
る
き
っ

か
け
と
な
っ
て
く
れ

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（
小
林　

自
然
再
生
指
導
官
）

　

八
月
三
日
（
日
）、
北
見
市

の
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
森
に
お
い

て
、「
こ
ど
も
環
境

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
が

北
見
市
の
主
催
で
開

催
さ
れ
、
当
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
で
は
森

林
を
テ
ー
マ
と
し
た

野
外
体
験
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
体
験
を

通
じ
て
環
境
諸
問
題

へ
の
関
心
を
深
め
、

環
境
を
守
る
た
め

に
、
子
ど
も
た
ち
が

自
ら
考
え
行
動
で
き

る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
「
森
・
川
・
海
」
を

テ
ー
マ
に
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
た
中
の
「
森
」
グ

ル
ー
プ
の
小
学
生
ら

二
十
三
名
の
み
な
さ

ん
を
職
員
が
案
内

し
、
植
樹
体
験
と
森

林
観
察
を
行
い
ま
し

た
。

　

午
前
中
は
、
再
生

紙
段
ボ
ー
ル
育
苗
ポ

ッ
ト
「
カ
ミ
ネ
ッ
コ

ン
」
を
組
み
立
て
、

山
へ
移
動
し
て
苗
木

を
掘
り
取
っ
て
ポ
ッ

ト
に
植
え
込
み
、
そ

の
ポ
ッ
ト
を
林
内
に
設
置
す
る

方
法
で
植
樹
体
験
と
、
シ
カ
や

ウ
サ
ギ
の
食
害
を
防
ぐ
た
め
の

ネ
ッ
ト
張
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、「
古

い
に
し
え

の
森
」

で
の
森
林
観
察
を
行
い
、
森
に

棲
む
ア
カ
ゲ
ラ
、水
の
大
切
さ
、

食
物
連
鎖
、
ニ
ガ
キ
の
木
の
苦

さ
、
世
界
に
は
何
千
年
も
生
き

て
い
る
木
が
あ
る
こ
と
な
ど
を

説
明
し
、
子
ど
も
た
ち
は
身
を

乗
り
出
し
、
時
に
は
驚
き
な
が

ら
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
森
の

展
望
台
か
ら
網
走
湖
や
能
取
湖

の
す
ば
ら
し
い
景
色
を
眺
め
、

沢
山
の
こ
と
を
体
験
し
、
発
見

し
た
楽
し
い
一
日
を
終
え
ま
し

た
。

（
浅
田　

自
然
再
生
指
導
官
）扌オホーツクの森で色々な話を聞きました

扌さぁみんな〜元気に森へ行くぞ〜！　お〜 ！！

扌どの苗木にしようかな〜

扌北海道の木トドマツに興味津々

森にふれ、感じ、
体験しよう！
森にふれ、感じ、
体験しよう！

森にふれ、感じ、
体験しよう！
森にふれ、感じ、
体験しよう！

常呂川森林環境保全ふれあいセンター
北見・こども環境ウォッチング

修学旅行で森林教室修学旅行で森林教室修学旅行で森林教室修学旅行で森林教室

駒ヶ岳・大沼森林環境保全ふれあいセンター
兵庫県三田祥雲館高校
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北
国
の
長
い
冬
が
終
わ
り
、

待
ち
遠
し
か
っ
た
春
を
迎
え
、

桜
が
咲
く
毎
年
五
月
、
き
ら
き

ら
と
目
を
輝
か
し
二
〇
名
の
子

ど
も
た
ち
が
や
っ
て
き
ま
す
。

「
小
さ
な
自
然
観
察
ク
ラ
ブ
」

は
平
成
五
年
に
小
中
学
生
を
対

象
に
ス
タ
ー
ト
し
、
毎
月
第
二

土
曜
日
に
開
催
し
、
こ
れ
ま
で

延
べ
二
千
名
を
超
え
る
子
ど
も

た
ち
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
立
ち
上
げ
の
き
っ
か

け
は
、
平
成
三
年
に
名
寄
市
で

開
催
さ
れ
た(

財)

日
本
自
然
保

護
協
会
主
催
に
よ
る
講
習
会
を

修
了
し
、「
自
然
観
察
指
導
員
」

と
な
っ
た
名
寄
地
方
在
住
の
約

三
〇
名
の
仲
間
で
「
道
北
自
然

観
察
指
導
員
会
」
を
結
成
し
た

こ
と
で
す
。「
せ
っ
か
く
資
格

を
取
っ
た
の
だ
か
ら
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
何
か
実

践
し
よ
う
！
」
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

　

活
動
内
容
は
、
春
夏
に
は
森

で
野
鳥
や
植
物
を
見
た
り
、
登

山
を
し
た
り
、
川
で
魚
釣
り
を

し
た
り
。
秋
に
は
森
で
き
の
こ

を
採
集
し
、
焚
き
火
で
き
の
こ

汁
を
作
っ
た
り
、
ぶ
ど
う
づ
る

と
松
か
さ
で
リ
ー
ス
を
作
っ
た

り
。
冬
に
は
か
ん
じ
き
で
森
の

中
を
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
し
た
り
、

イ
グ
ル
ー
を
作
っ
た
り
、
人
工

雪
の
実
験
な
ど
様
々
な
活
動
を

し
て
き
ま
し
た
。

　

毎
回
、
子
ど
も
た
ち
が
生
き

生
き
と
し
た
表
情
で
楽
し
ん
で

い
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
、
家
庭

に
帰
っ
て
か
ら
も
「
た
だ
い

ま
！
」
の
声
に
続
い
て
、
家
族

に
自
分
の
感
動
を
伝
え
て
い
る

よ
う
で
す
。
ま
た
大
人
で
あ
る

私
た
ち
指
導
員
も
自
然
を
満
喫

し
、大
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
実
践
し

て
き
た
こ
と
は
、
大
そ
れ
た
こ

と
で
は
な
く
、
身
近
な
自
然
の

中
で
、
五
感
を
使
っ
て
季
節
の

移
ろ
い
や
自
然
の
雄
大
さ
な
ど

を
体
感
し
て
も
ら
う
こ
と
を
モ

ッ
ト
ー
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
に
知
識
を
与
え
る
と

い
っ
た
ス
タ
ン
ス
で
は
な
く
、

自
然
の
中
で
子
ど
も
と
大
人
が

同
じ
目
線
で
接
し
、“
小
さ
な

自
然
”
へ
目
を
向
け
“
発
見
”

と
“
感
動
”
を
子
ど
も
に
贈
っ

て
あ
げ
た
い
と
い
う
ポ
リ
シ
ー

で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
足
掛
け
十
五
年
、

多
く
の
ク
ラ
ブ
員
が
巣
立
っ
て

い
ま
す
。
自
然
と
人
間
は
一
体

で
あ
り
、
森
・
川
・
海
は
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
鮭
が
生
ま
れ

育
っ
た
川
に
溯
上
・
産
卵
す
る

か
の
ご
と
く
、
か
つ
て
の
参
加

者
が
森
や
川
で
体
験
し
た
こ
と

を
少
し
で
も
記
憶
に
と
ど
め
、

将
来
は
自
分
の
子
ど
も
や
地
域

の
子
ど
も
た
ち
に
、
森
や
自
然

の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

そ
の
思
い
を
胸
に
活
動
を
つ
づ

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

toto

第 話3

自然の中で楽しく遊び、
　その大切さ、すばらしさ体感！
道内各地で活躍中の“隊長さん”からの

メッセージを紹介します

発見と感動を子どもたちに贈りたい
小さな自然観察クラブ～地域の身近な自然を実体験～道北自然観察指導員会

今月の ”隊長”

道北自然観察指導員会
事務局員　吉田　清人さん

　同会事務局員として各種自然
観察会などを企画運営。趣味は
登山で道北の夏山を中心に登っている。名寄市在住。名寄市
北国博物館学芸員。NACS-J自然観察指導員。

○同会の連絡先　名寄市北国博物館
　　　　　　　　TEL/FAX（01654）3-2575



東大雪の大自然に抱かれて

国設ぬかびら野営場

レ ク 森 紹 介

キャンプ
へ

行こう
！キャンプ

へ

行こう
！

　国有林には、その自然環境を活かし、
自治体等によって運営されるキャンプ場
がたくさんあります。
　このコーナーではその魅力の数々を紹
介していきます。

11

273

85

上川・
層雲峡

上士幌町

糠
平
湖

糠平川
音更川

然別湖

上士幌・
帯広

国設ぬかびら
野営場

糠平温泉

♨

ＤＡＴＡ
○所 在 地　河東郡上士幌町糠平温泉
○利用形態　 芝生のフリーエリアと草の生えた地面のオートエリア

（電源等の設備は無し）
○施　　設　水場・トイレ・管理棟
○料　　金　大人350円・小人200円・日帰り料金あり
○開設期間　例年６月下旬〜９月下旬
○問い合わせ　上士幌町役場産業課 01564-2-2111

　東大雪の山々や糠平湖のすばらしい自然を
背景にした「国設ぬかびら野営場」は、上士
幌町役場が運営しています。
　キャンプガイド誌で、その自然環境の良さ
が道内ベスト５に入ると賞賛されたこともあ
るこの野営場は、トドマツ・エゾマツ・シラ
カンバの深い森林に囲まれ、クマゲラのドラ
ミング、夜には満天の星空の下、フクロウの
声が聞こえることも。　　
　サイトはテント専用のフリーエリアと車を
乗り入れられるオートエリアに分かれ、設備
は炊事場とトイレのみとシンプルです。　
　フリーエリアは、ニペソツ山や石狩岳など
への登山のベースキャンプとして利用する方
が多く、早朝に山へ出発し、昼間は無人のテ
ントがならんでいますが、夕方には登頂成功
の満足感がサイトに漂います。一方、オート
エリアはファミリー層やキャンピングカーの
利用が多く、スタイルが分かれています。
　登山以外には、湖でのカヌー、旧国鉄士幌
線跡を利用した全長８キロの自然歩道トレッ
キング、国の登録有形文化財や北海道遺産に
選定されている同線のアーチ橋梁群ウォッチ
ング、そして糠平温泉や幌加温泉での湯浴み
など沢山の楽しみが広がっています。
　残念ながら本コラムの掲載時には、今期の
開設期間は終了していますが、ぜひ来シーズ
ンは、東大雪・糠平のすばらしい自然を楽し
みにいらして下さい！

登山者のテントが多いフリーエリア（写真手前）とキャンピングカ
ーが多いオートエリア（後方）で異なるキャンプ風情

糠平湖に映る姿が美しい旧国鉄
士幌線タウシュベツ川橋梁

サイトを経由して伸びる旧国鉄士
幌線跡の自然歩道は延長約８km

ランタンを灯し語り合うキャンパー 真っ赤な屋根が緑に映える炊事場
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渡
島
森
林
管
理
署
森
治
山
事

業
所
は
、
渡
島
半
島
南
東
部
の

森
町
に
あ
り
ま
す
。 

　

森
町
は
、
明
治
元
年
（
一
八

六
八
年
）
に
榎
本
武
揚
率
い
る

旧
幕
府
軍
の
艦
隊
が
上
陸
し
た

地
と
し
て
知
ら
れ
、
恵
み
多
い

内
浦
湾
に
面
し
、
温
暖
な
気
候

と
豊
か
な
自
然
環
境
を
持
ち
、

秀
峰
・
駒
ヶ
岳
（
一
一
三
一
㍍
）

の
裾
野
に
広
が
り
、
桜
の
名
所

と
し
て
も
有
名
で
す
。

　

駒
ヶ
岳
は
、
一
六
四
〇
年
に

噴
火
を
し
て
以
来
、
一
六
九

四
・
一
八
五
六
・
一
九
二
九
・

一
九
四
二
・
一
九
九
八
年
と
長

年
、噴
火
を
繰
り
返
し
て
お
り
、

私
た
ち
渡
島
森
林
管
理
署
と
し

て
は
、
土
石
流
の
災
害
防
止
と

駒
ヶ
岳
の
自
然
回
復
の
た
め
、

ま
た
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
治

山
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
署
の

出
先
機
関
と
し
て
現
場
を
治
山

事
業
所
で
担
っ
て
い
ま
す
。

　

駒
ヶ
岳
は
未
だ
山
全
体
が
軽

石
流
堆
積
と
降
下
火
砕
堆
積
物

で
覆
わ
れ
て
お
り
、
谷
止
工
及

び
床
固
工
を
施
工
し
予
防
に
努

め
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
不

充
分
な
状
態
で
す
。

　

前
回
の
噴
火
か
ら
十
年
経
ち

ま
し
た
が
、未
だ
山
腹
の
崩
壊
、

リ
ル
浸
食
（
流
水
が
集
ま
り
、

細
い
溝
と
な
っ
て
流
れ
出
す
溝

状
の
浸
食
）、
ガ
リ
ー
（
岩
壁

に
食
い
込
む
急
な
岩
溝
）
の
拡

大
が
収
ま
ら
ず
、
山
腹
上
流
部

で
は
日
降
水
三
十
五
㍉
程
度
で

土
石
流
が
発
生
す
る
状
況
で

す
。

　

一
九
九
八
年
の
噴
火
後
に
近

隣
市
町
村
（
函
館
市
・
七
飯
町
・

鹿
部
町
・
森
町
）
と
関
係
機
関

（
気
象
庁
・
警
察
・
海
上
保
安

庁
・
北
海
道
開
発
局
・
渡
島
支

庁
・
土
木
現
業
所
・
森
林
管
理

署
）
と
で
防
災
対
策
協
議
会
が

立
ち
上
げ
ら
れ
、
噴
火
に
備
え

て
の
監
視
カ
メ
ラ
・
観
測
機
器

の
設
置
及
び
観
測
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

現
場
は
、
い
つ
土
石
流
・
噴

火
が
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い

状
況
で
す
が
、
治
山
工
事
を
担

う
請
負
事
業
者
等
の
み
な
さ
ん

共
々
、
常
に
災
害
に
対
し
て
話

し
合
い
、
駒
ヶ
岳
の
復
興
に
向

け
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
事
業
所
に
赴
任
し

て
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
関

係
団
体
・
請
負
業
者
の
方
々
の

協
力
の
お
か
げ
で
、
今
の
と
こ

ろ
事
故
や
災
害
も
な
く
工
事
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
、

今
後
も
こ
れ
を
継
続
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

駒
ヶ
岳
の
登
山
は
未
だ
規
制

が
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、
町
主

催
で
調
査
登
山
を
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ

ひ
、
ご
参
加
い
た
だ
き
、
噴
火

後
の
状
況
を
ご
覧
に
な
っ
て
下

さ
い
。

渡島森林管理署

森 治 山 事 業 所
◦茅部郡森町字上台町299-1
◦電話／01374-2-0146

主任　佐藤　　忍

山 最 前 線
土石流災害から
　　　　地域を守る
土石流災害から
　　　　地域を守る

治

山地の保全・災害復旧などの治山事業を現地で担う
各地の治山事業所からのレポートを紹介します
山地の保全・災害復旧などの治山事業を現地で担う
各地の治山事業所からのレポートを紹介します

駒ヶ岳の国有林治山事業駒ヶ岳の国有林治山事業

扌土石流災害を防ぐ駒ヶ岳山麓・押出の沢渓間工
➡拡大が続く、留の沢上流部のガリー
➡➡駒ヶ岳と大沼の織りなす美しい風景

渡 島 森 林 管 理 署

森 治 山 事 業 所
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七
飯
森
林
事
務
所
は
、
渡

島
半
島
の
南
東
に
位
置

し
、
北
は
駒
ヶ
岳
を
背
景
に
し

た
大
沼
国
定
公
園
、
西
は
北
斗

市
、
東
は
横
津
岳
、
南
東
に
は

恵
山
道
立
自
然
公
園
が
あ
り
、

函
館
市
（
旧
恵
山
町
、
椴
法
華

村
）、
七
飯
町
の
国
有
林
野

三
千
三
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
り
を

管
理
し
て
い
ま
す
。

ガ
ル
ト
ネ
ル
・

ブ
ナ
林

　

七
飯
町
の
「
ガ
ル

ト
ネ
ル
・
ブ
ナ
林
」

は
、
明
治
二
年
か
ら

三
年
に
わ
た
り
、
ド

イ
ツ
人
の
農
業
指
導

者
Ｒ
・
ガ
ル
ト
ネ
ル

が
、
故
郷
の
風
景
を

偲
ん
で
付
近
の
山
か

ら
採
取
し
た
ブ
ナ
の

苗
を
植
栽
し
た
も
の

で
す
。

　

歴
史
的
文
化
遺
産

と
し
て
、
ブ
ナ
の
人

工
林
と
し
て
も
学
術

的
に
も
価
値
が
高
い

こ
と
か
ら
、
昭
和

四
十
九
年
か
ら
植
物
群
落
保
護

林
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

植
栽
後
百
三
十
余
年
を
経
て

お
り
、
年
々
腐
朽
度
が
高
く
な

り
、
枯
損
木
が
多
く
な
っ
て
き

て
ま
す
が
、
立
木
の
一
部
を
伐

採
す
る
な
ど
、
多
く
の
人
の
憩

い
の
場
と
な
る
よ
う
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
森

林
づ
く
り

　

当
森
林
事
務
所
部
内
で
は
、

大
沼
公
園
近
郊
の
カ
リ
マ
国
有

林
及
び
吉
野
山
国
有
林
を
舞
台

に
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

に
よ
る
森
林
整
備
が
活
発
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
二
年
に
始
ま
っ
た
大

沼
の
水
と
緑
を
守
る
会
の
「
大

沼
湖
の
魚
を
育
て
る
ふ
れ
あ
い

の
森
」、「
吉
野
山
ふ
れ
あ
い
の

森
」
を
始
め
、
同
十
六
年
の
台

風
十
八
号
に
よ
る
被
害
跡
地
で

は
、
函
館
柏
稜
高
校
・
函
館
有

斗
高
校
の
高
校
生
や
北
海
道
ガ

ス
・
函
館
元
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
・
北
海
道
グ
リ
ー
ン
ビ
ジ

ネ
ス
な
ど
の
団
体
や
シ
ー
ニ
ッ

ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
に
よ
る
被
害
地

再
生
の
森
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
二
十
一
世
紀
の
道
南

の
森
づ
く
り
事
業
実
行
委
員
会

に
よ
る
、
北
海
道
洞
爺
湖
環
境

サ
ミ
ッ
ト
記
念
に
関
連
し
た
植

樹
が
来
年
・
再
来
年
と
計
画
さ

れ
る
な
ど
、
数
々
の
活
動
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
民
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大

切
に

　

こ
の
よ
う
な
活
動
の
お
手
伝

い
を
通
じ
た
数
多
く
の
市
民
の

み
な
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も

森
林
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Forester

Forester

Forester

Forester

森林官
リレー
森林官
リレー
森林官
リレー
森林官
リレー

七飯森林事務所
●亀田郡七飯町本町２丁目
●電話0138-65-2026

ガ
ル
ト
ネ
ル
・
ブ
ナ
林
と

市
民
参
加
の
森
林
づ
く
り

森林官
立花　幹雄

渡島森林管理署
七飯森林事務所

（左が立花森林官）
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各地からの便り各地からの便り

　９月18日、北海道岩見沢農業高等学
校の森林科学科のみなさんが、今後の進
路選択等に活かすために、岩見沢市の万
字国有林で民間事業体が請負で実行して
いる素材生産現場を見学しました。
　当署の国有林の概要説明等とあわせ
て、請負者による高性能林業機械作業の
実演や同校ＯＢの社員からこの仕事の魅
力や苦労話などを聞き、将来の進路につ
いて考える有意義な１日となりました。

　９月６日、
当署と分収造
林契約を結ん
でいる日本生
命保険相互会
社の「ニッセ
イ標茶の森」
で同釧路支社
主催による育
樹活動が行わ
れました。
　この活動は、「紙として使用する森林資源を地球
に還元することを目的」として、平成８年から「“ニ
ッセイの森”友の会」の会員らが植樹したトドマツ・
ミズナラ・エゾヤマザクラなど9,400本の木々を豊
かな森に育てることを目的として実施されています。
　当日は、同会々員とその家族ら50名が参加し下
刈り作業に汗を流しました。

　９月16日、
ＪＩＣＡ（国
際協力機構）
からの受託研
修による「共
生による森林
保全コース」
の研修員13名
が、えりもを
訪れました。
　地域住民参
加型の持続的森林経営を目指しているブルキナファ
ソ・カンボジア・中国、森林の過剰・不法伐採対策
に苦慮しているフィジー・ケニア・ミャンマー・ニ
ジェールといった国々から研修に来ているみなさん
は、えりも治山事業所安田主任からの「えりも式緑
化工法」、国の事業と地域が一体となり実行した「草
本緑化事業」などの説明に、食い入るように聞き入
っていました。また、熱心な質問を繰り返し、「大
変貴重な現場を視察でき、この経験をそれぞれの国
に持ち帰って活かしていきたい」と話していまし
た。

　９月５日、倶知安町森林・林業・林産
業活性化議員連盟定例会において、同連
盟からの依頼を受け、美しい森林づく
り・間伐推進対策などについて署長が講
演しました。講演後には「道に移管され
る羊蹄山の民有林直轄地山事業の動向」、

「間伐事業の高性能機械の利用状況」、「間
伐材等素材の利用動向」などについての
熱心な質疑応答が行われました。

ニッセイの森で育樹活動
根釧西部森林管理署

JICAえりも緑化を視察
日高南部森林管理署

高校生が林業現場を体験
空知森林管理署

署長が講演「美しい森林づくり」
後志森林管理署
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　９月20日、苫小
牧市高丘の国有林
にある法人の森林
で、苫小牧信用金
庫・とましんアッ
ペナイの森

も り

林と親
しむ会の主催で
「とましん森林の
音楽祭」が開催さ
れました。

　４回目となった今回は市内の知的障がい者授産施設
「美々川福祉園」の利用者のみなさんが招かれました。
　当日は秋晴れの中、アフリカの太鼓「ジャンベ」と
電子ピアノの軽快な音楽が森林の中に響きわたり、手
拍子や身振り手振りで踊ったり、用意されたバーベキ
ューを食べたりと楽しいひとときを過ごしていました。

　９月５〜７日、中国国家林業局対外協
力プロジェクトセンターの金団長一行
が宗谷署管内の造林地を視察しました。
　一行はハードルフェンスを活用して
笹生地を造林した稚内海岸防災林など
を回りました。同国では流砂対策に苦
労しているとのことで、フェンスの効
能に大変興味を持たれたようでした。

　旧旭川分局庁舎
を引き継ぎ地域住
民の諸活動の場と
なっている旭川市
神楽公民館の敷地
には、分局時代の
まま40種199本の
樹木が生育し、ま
た、隣接する北海

道森林管理局旭川事務所周辺にも17種110本の樹木
が生育しており、広く市民に親しまれています。
　このたび、旭川市と同教育委員会から、この貴重な
樹木を市民への啓発活動に利用したいとの話があり、
当署職員及びそのOB、（社）全国森林レクリエーショ
ン協会が協力し、９月６日に親子を対象とした「子ど
も樹木博士になろう！かぐら森

もりもり

森調査団」、同７日に
は市内の「百寿大学」のみなさんを対象とした「神楽
地区樹木めぐり散歩」を開催し、地域のみなさんに樹
木に親しみ、知識を深めていただきました。

　９月１〜７日、浜頓別町のクッチャ
ロ湖において「人と地球のつきあい方」
をテーマに、同湖の保護と利用を考え
る「クッチャロ湖環境学生サミット」
が、同サミット実行委員会の主催で開
催され、浜頓別・下頓別・鬼志別森林
事務所の職員が同湖上部のポン沼周辺
を中心に遊歩道を歩きながら国有林野
や周辺の自然環境などについてガイド
を行いました。

　９月３日、北海道森林管理局・ウッディーホールにて
音楽ユニット「織

おりおん

音」による森林のコンサートを開催し
ました。
　これは森林公開講座の第４回目として開催したもの
で、木々の香り漂うホールにオカリナ、ギター、パーカ
ッションの演奏が響きました。
　観客が楽器を持って演奏に参加する場面もあり、会場
が一体となった楽しいコンサートになりました。

胆振東部森林管理署
とましん森林の音楽祭

も　り

中国から森林づくり視察団

上川中部森林管理署
かぐら森森調査団

もりもり

クッチャロ湖学生サミット
宗谷森林管理署

オカリナの美しい調べが響く夕べ～森林管理局で　　　コンサート～
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▽
十
月
二
十
日
（
月
）

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
検
討
委
員
会

　
　
　
　
　

上
川
南
部
署
管
内

▽
十
月
二
十
四
日
（
金
）

　

え
り
も
岬
の
緑
を
守
る
会
・

イ
キ
イ
キ
森
林
づ
く
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

え
り
も
町

▽
十
月
二
十
五
日
（
土
）

　

道
民
森
林
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
集
い

　
　
　
　
　
　

赤
レ
ン
ガ
庁
舎

訂　
　

正

　

８
月
号
の
12
ペ
ー
ジ
「
楽
し
く
木
工
作
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
」
が
行
わ
れ
た
の
は
遠
軽
東
小
学
校

で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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九
月
十
七
日（
水
）

〜
十
九
日
（
金
）
の

三
日
間
、
森
林
官
等

を
対
象
と
し
た
森
林

整
備
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

京
都
議
定
書
の
第

一
約
束
期
間
が
始
ま

り
、
二
酸
化
炭
素
の

森
林
吸
収
量
の
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に

も
今
後
ま
す
ま
す
森

林
整
備
の
重
要
性
が

高
ま
り
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
今
後
の

森
林
整
備
事
業
の
中
で
大
き
な

ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
保
育
間
伐

の
実
施
等
に
つ
い
て
の
講
義
と

実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
生
は
、
講
師
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
将
来
の
森
林
の
状

態
を
想
定
し
た
効
果
的
な
間
伐

方
法
に
つ
い
て
検
討
し
、
技
術

向
上
へ
の
課
題
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

（
総
務
課
）

北海道森林管理局では、国有林を適切に管理し、
より一層国民に開かれたものとするため計画的に
職員の研修を実施し、その責務と使命を自覚し、
実行する人材の育成に取り組んでいます。

スキルスキル
あっぷ！あっぷ！

研
修
日
誌

森林病害虫　キクイムシの説明を受ける研修生

森林整備研修
国
産
材
使
っ
て
減
ら
そ
う
Ｃ
Ｏ
２

十
月
は
、

　

「
木
づ
か
い
推
進
月
間
」

国
産
材
を
使
い
ま
し
ょ
う

　北海道林業技士会は、会員の資質向上等と、
地域の森林・林業の発展、市民や小中高生に対
する森林環境教育に寄与することを目的に設立
された団体です。
　本会では８月30日、江別市野幌町にある石
狩森林管理署の野幌樹木園において、一般市民
を対象に、｢北海道の森林づくり歴史探訪｣ と
題した観察会を開催しました。
　当日は40名の市民の参加があり、午前中は
樹木園内、午後は野幌森林公園内のカラマツコ
ースを案内し、解説を行いました。
　樹木園では、明治41年の開設の経緯、その後の社会情勢の変化、自然災害などを通じた沿革
を説明しながら、100年の歳月を経て大きく生長したブナ、ミズナラ、ハリギリ、アカエゾマツ、
エゾマツや異郷土樹種カラマツ、ヒノキ、サワラ、ユリノキなど30数種類に及ぶ樹木を観察し
ました。また、カラマツコースにおいては、樹木園造成時と同時期に植栽された異郷土樹種のス
ギ、ストローブマツ、カラマツ、郷土樹種のヤチダモの造林地を観察しました。
　参加者のみなさんは明治の人たちの森づくりへの情熱とその苦労の成果を目の当たりにし、一
様に感動していました。� （北海道林業技士会事務局　西川瀞二）

北海道林業技士会
北海道の森林づくり歴史探訪




